
 

消
防
団
と
は

　

消
防
団
は
、地
域
の
住
民
で
構
成
さ
れ
る

団
体
で
、団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
す
。

　

火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
現
場
へ
駆

け
つ
け
、そ
の
地
域
で
の
経
験
を
生
か
し
た

消
火
活
動
や
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

可
児
市
で
は
約
３
２
０
人
の
団
員
が
、16

の
地
区
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

近
所
の
あ
の
人
も
・・・

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
市
内
で
働
い
て

い
る
人
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、地
域
の
状

況
に
詳
し
く
、い
ざ
と
い
う
時
に
地
域
に
必

要
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
段
は
会
社
勤
め
や
自
営
業
な
ど
本
業
の

仕
事
を
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
範

囲
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
近
所
で
暮
ら
す
あ
の
人
も
、消

防
団
で
活
躍
す
る
団
員
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

消
防
団
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か

〈
災
害
発
生
時
〉

　

火
災
時
の
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、災
害

時
の
避
難
誘
導
や
人
命
救
助
、行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害

が
発
生
し
た
と
き
に
は
、土
の
う
積
み
や
地

域
の
巡
回
、近
隣
住
民
へ
の
避
難
勧
告
な
ど

水
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
平
常
時
〉

　

災
害
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、日
頃

か
ら
訓
練
や
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
消
防
車
両
や
消
火
設
備
な
ど
の
点

検
、火
災
予
防
な
ど
防
災
に
関
す
る
啓
発
活

動
、公
民
館
ま
つ
り
な
ど
地
域
行
事
の
警
備

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

消
防
団
に
参
加
す
る
の
は
男
性
？

　

消
防
団
の
活
動
内
容
に
は
女
性
な
ら
で
は

の
活
動
も
多
く
、全
国
で
た
く
さ
ん
の
女
性

団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

可
児
市
で
も
女
性
消
防
団
を
結
成
し
、今

年
12
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

消
防
団
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

災
害
時
の
対
応
や
普
段
か
ら
の
防
災
活
動
。

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、消

防
団
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

行
方
不
明
者
の
捜
索
に
は
人
手
が
、ポ
ン

プ
車
の
操
作
や
放
水
作
業
に
は
訓
練
が
必
要

で
す
。地
域
の
中
で
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
消
防
団
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、地
域
の
中
で
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、消
防
団
活
動
を
選

ん
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

た
だ
、消
防
団
が
す
べ
て
の
災
害
・
防
災

に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
住
む
私
た
ち
も
、「
消
防
団
が
い
る

か
ら
」と
安
心
す
る
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、大
切
な
家
族
や
地
域
を
守
る
た

め
に
、消
防
団
に
加
わ
っ
て
あ
な
た
の
力
を

生
か
す
こ
と
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報かに  2014.12.1　45　広報かに  2014.12.1

地区運動会で消火器の使い方を説明

知っていますか？
地域の行事に消防団

公民館まつりを盛り上げるために出店

ダンスで親しみやすい消防団をPR

魚つかみの準備でも活躍

地域で活躍する消防団
南海トラフ地震、
局地的な集中豪雨、

これから発生件数の多くなる火災、
災害は他人事ではありません。

人々の防災への関心が高まっている中、改めて
地域防災の要として消防団の存在が重要視されています。

今回は、災害時に留まらず、地域で活躍する
消防団について紹介します。



広報かに  2014.12.1　67　広報かに  2014.12.1

救急救命講習で、いざという時も冷静に対応

知っていますか？
消防団の活動

操法大会で訓練の成果を披露

河川からの水の汲み上げ訓練

地域の子ども達と一緒に夜の見回り

問合先　防災安全課

　入団していた先輩から誘われたのがきっかけで入団

しました。

　消防団の活動内容については知らなかったのですが、

実際にやってみると、火事だけでなく、台風や人探し、夏

祭りや運動会にも出動するなど、地域に深く関わって

いることに驚きました。地域行事ではテント設営など

力仕事もあるので、消防団は頼りにされています。

　毎年春に操法大会（※）があり、その訓練期間は大変で

した。それでも誰一人欠けることなくやり抜いて、今年

は市内２位という結果を残すことができて、達成感を

感じています。

　社会人になると、皆で何かをやり遂げる機会が少な

くなります。仕事やお金が絡まない取り組みで、達成感

を味わうことができるのは貴重なことです。

　学校と違って、消防団は同期でも年齢や就いている

仕事が違いますが、楽しさや苦しさを共有して、皆が一

体感を持っています。ここで知り合った仲間は一生も

のだと思います。

※消防車・機器などを使って、放水により標的を倒すまでの時間と操作技術を競う大会。

味わった達成感

石川 恭
き よ し

志さん
団員（入団２年目）

　可児市に引っ越してきた際に声をかけられたのが縁

で入団しました。団員として経験を積み、今年から班長

を務めています。

　消防団には「酒ばかり飲んでいる」「拘束時間が長い」

と悪いイメージを持っている人が多いようです。今はそ

れぞれの仕事を優先していますし、お酒を無理に勧める

こともありません。昔とは随分変わったと思います。

　私達の団は仲が良いのですが、ただ楽しく過ごして

いるということではありません。

　防災に関わる団体ですから、活動中に怪我をするこ

ともあり得ます。そのため、安全に活動するために行う

訓練など厳しいところもあります。

　そんな中で、楽しい活動も厳しい活動も一緒に過ご

すからこそ、団員同士の絆が深まっていると思ってい

ます。

　また消防団には様々な職業の人が入団しますから、

普通なら出会うことのない人と仲間になり、刺激を受

けることも多いです。そういう縁に恵まれるのも、消防

団の独特の魅力ですね。

　いいところは、入ってみないと実感できません。「やっ

てみて良かった」という団員ばかりなので、ぜひ仲間に

なってください。

厳しさと楽しさが両立

奥村 高
たかのり

徳さん
班長

　以前は市外に住んでいたのですが、そこでは消防団

に誘われたことがなく、どのような活動をしているの

かも知りませんでした。

　可児市に引っ越してきた際に、自治会から入団の要

請がありました。活動について説明を受け、これから地

域で暮らしていく中でよい経験になると思ったので、

自分から手を挙げて入団しました。

　消防団では、消火活動などの大変さが印象に残りま

した。活動を通じて、防災への備えなど自分のできるこ

とを自分でやることが大切だという気持ちが強くなり

ました。

　また私は地元の出身ではないため、地域に同年代の

知り合いがいませんでした。消防団に入団して同年代

の団員と知り合い、仲良くなったのがうれしかったで

す。

仲間づくり

加藤 俊輔さん
団員（入団１年目）

なんとなく「忙しい」「お酒ばかり飲んでいる」というイメージを持っている人が多い消防団。
そこで、実際に消防団で活躍している第３分団第１部（春里北西部）の皆さんに話を聞いてみました。
消防団での体験や活動をのぞいてみましょう。

～ホントはどんなところなの？～


